


























アセスメントの枠組みを軸として教授する ( 2) 
(1)を受けて、対症看護(症状・徴候)の観点で






















































































専門学校 看護大学 総数 | 
卒業 卒業
頭から足まで系統別 20(15) 12(9) 32(24) 
看護過程の7セスメン卜の枠組み別 6(2) 2(0) 8(2) 
疾患別 7(1 ) 5(3) 12(4) 
症状・徴候別 10(5) 2(0) 12(5) 
















2 O 2 
疾患別
頭から足まで系統別































専門学校 看護大学 総数卒業 卒業
教員のデモンストレーション後、学生同 21 (3) 13(1 ) 34(4) 士で実際に行った
ビデオをみた後、学生同士で実際に行っ 14(1 ) 6(0) 20(1) た
教科書をみながら学生同士で実際に行っ 12(0) 11 (1 ) 23(1 ) た
なんらかの疾患に種息している患者の事
例に対して必要となるフィジカル・イグ 4(2) 2(1) 6(3) 
ザミネーション項目を考えた
なんらかの症状・徴候が出現している愈
者の事例に対して必要となるフィジカ 5(1) O 5(1) 
ル・イグザミネーション項目を考えた
なんらかの疾患に穣患している患者の事
例に対して必要となるフィジカル・イク 3(1 ) O 3(1 ) ザミネーション項目を考え、学生同士で
実際に行った
なんらかの症状・徴候が出現している患
者の事例に対して必要となるフィジカ 2(0) 1(0) 3(0) ル・イグザミネーション項目を考え、学
生同士で実際に行った




































































専門学校 看護大学 総数卒業 卒業
教員のデモンストレーション後、学生同士で実際に行った
5 2 7 
ビデオをみた後、学生同士で実際に行った
教員のデモンストレーション後、学生同士で実際に行った
3 5 8 
教科書をみながら学生同士で実際に行った
教員のデモンストレーション後、学生同士で実際に行った
ビデオをみた後、学生同士で実際に行った 4 3 7 
教科書をみながら学生同士で実際に行った
教科書をみながら学生同士で実際に行った
なんらかの症状・徴候が出現している患者の事例に対して 1 o 
必要となるフィジカル・イグザミネーション項目を考えた
教科書をみながら学生同士で実際に行った





















































頭から足まで系統別 15 9 
看護過程のアセスメントの枠組み別
疾患別 3 



























教科書をみながら学生同士で実際に行った 1 o 
なんらかの疾患に羅息している患者の事例
に対して必要となるフィジカル・イグザミ 1 2 
ネーション項目を考えた
教員のデモンストレーション後、学生同士
で実際に行った 4 3 
ビデオをみた後、学生同士で実際に行った
教員のデモンス卜レーション後、学生同士


































































十分に やや あまり まったく
活用 活用 3舌周でき 活用でき
できた できた なかった なかった
頭から足まで系統別 o 6 17 
看護過程のアセスメン卜の o 2 。 o 枠組み別
疾患別 o 3 o 
症状・徴候別 o 2 3 。
頭から足まで系統別 o 2 o o 
疾患別
頭から足まで系統別 o o 
症状・徴候別
頭から足まで系統別
看護過程のアセスメン卜の o o 1 o 
枠組み別
看護過程のアセスメン卜の
枠組み別 O O o 
疾患別
頭から足まで系統別








枠組み別 o o o 
疾患別
症状・徴候別






























用できた できた かった なかった
教員のデモンストレーショ
ン後、学生同士で実際に o 2 
行った
ビデオをみた後、学生同士 。 o 1 O で実際に行った
教科書をみながら学生同士 O O O で実際に行った
なんらかの疾患に種息してい





































































専門学校 看護大学 総数卒業 卒業
知識が不足していること 3 4 
机上で学んだだけであり、実際に行った 2 o 2 ことがないこと
学内の演習では行ったが、実習ではほと
6 3 9 んど行わなかったこと
学内の演習では教科書をみて行ったが、 o 3 3 実際の患者は教科書と違っていたこと
学校での学びは臨床的ではなかったこと o 
知識はあっても知識と実際のフィジカ
ル・アセスメントを結びつけることがで 3 4 
きないこと









専門学校 看護大学 総数卒業 卒業
実際に患者に触れて学ぶ 10 3 13 
解剖学・生理学と関連づけて学ぶ 3 4 
疾患と関連づけて学ぷ 2 O 2 





O 2 2 セスメントの方法をしっかり学ぷ
事膏1]に対して理由や根拠を明らかにし
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The effects of teaching content of physical assessment in basic 
nursing training on actual physical assessment activities 
Noriko T AKISHIMA 
Abstract 
The purpose of this research is to clarify the effects of teaching content of physical 
assessment in basic nursing training on actua1 physical assessment activities. 
It became apparent form our investigation that new nurses who are newly recruited “are 
unable to make much practical use of physica1 assessment，" and it became evident that 
the main reason for this is a "systematic framework of head to foot，" which is used when 
teaching physical assessment in basic nursing training. 
For this reason， when physical assessment is being taught in basic nursing training， it
became apparent that the precise framework for the objectives of performing physical 
assessment from the viewpoint of nursing should be used. 
Keywords 
physica1 assessment， teaching content of physica1 assessment， 
education of nursing skil， 
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